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ハイフレームの効果（目的）は、”法面浸食防止”です。

目的達成の手段が、植生の早期再生です。

言い換えると、ハイフレームは耐浸食性”植生基盤”の築造です。

ハイフレームは法面保護工なので、上表1の”芝生・草花”～”低木”に該当します。　

法面の植生基盤厚は最低でも30cmが目処となります。
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植生基盤の整備手順（案）
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